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MIYAMA  Gaku 際会議場、2008年3月、共同｡
「事例検討を通した学童保育所指導員に対する研修の効果と意義⑷：グループ討論内容と相談員が捉えた指導
員の気づき、学び」／日本発達心理学会第19回大会、大阪国際会議場、2008年3月、共同｡

「心理職の巡回相談における保育者の支援ニーズ：Conjointの統計手法を用いた支援ニーズの分析」／日本発
達心理学会第19回大会、大阪国際会議場、2008年3月、共同｡

「発達障害児を取り巻くクラス集団構造の分析：幼稚園巡回相談での問題状況の可視化から「参加」を支掻す
る」／日本発達心理学会第20回大会、大阪国際会議場、2008年3月、共同｡

「保育機関における心理臨床的授助ニーズ：保育者を対象とした調査から」／日本心理臨床学会第27回大会、
つくば国際会議場、2008年9月、共同｡

「学童保育支援児童育成における職員間の連携（1）：正規職員が果たす役割」／日本発達心理学会第20回大会、
日本女子大学、2009年3月、共同。

「学童保育支援児童育成における職員間の連携（2）：保育現場の特徴からみた職員間の連携」／日本発達心理学
会第20回大会、日本女子大学、2009年3月、共同。

「学童保育支援児童育成における職員間の連携（3）：非正規指導員が抱える悩みの特徴」／日本発達心理学会第
20回大会、日本女子大学、2009年3月、共同。

「特別支援教育における連携と支援の質を問う」／日本発達心理学会第20回大会、日本女子大学、2009年3月、
共同。

「巡回相談は保育の何を支援するのか：巡回相談における保育者の思考プロセス」／心理科学研究会2009年度
秋の研究集会、郡山市清稜山倶楽部、2009年10月、単独。

「巡回相談における保育者の意識変化プロセス：M-GTA法によるインタビュー分析に基づいた仮説形成の試
み」／日本発達心理学会第21回大会、神戸国際会議場、2010年3月、単独。

「学童保育における多数の特別支援児童の育成（1）：非正規職員等による特別支援児童への主体的関わりを促す
正規職員の役割」／日本発達心理学会第21回大会、神戸国際会議場、2010年3月、共同。

「学童保育における多数の特別支援児童の育成（2）：保育所の状況に合わせた連携の工夫・遊びと仲間作りの取
り組み」／日本発達心理学会第21回大会、神戸国際会議場、2010年3月、共同。

「保護者から見た幼稚園巡回相談：カンファレンスに保護者が同席した事例の検討」／日本発達心理学会第21
回大会、神戸国際会議場、2010年3月、共同。

「心理職の巡回相談における保育者の支援ニーズ（2）：Text Miningによる質的データの統計的分析」／日本発
達心理学会第22回大会、東京学芸大学、2011年3月、単独。

【その他】

「子どもたちが互いに認め合う関係を支援した学童保育の巡回相談」／『発達』第27巻第107号、ミネルヴァ書
房、2006年7月、単著。

【著書】

『学級と学童保育で行う特別支援教育の原点：発達障害をもつ小学生の理解と支
援』／金子書房、2008年9月、共著｡

『発達障害児・気になる子の巡回相談：すべての子どもが「参加」する保育へ』／ミ
ネルヴァ書房、2009年8月、共著。

【学術論文】

「在宅の被虐待児への関係的遊戯療法」／『関係学研究』第35巻第1号、日本関係学
会、2008年3月、共著｡

「統合学童保育の巡回相談に求められる支援ニーズ：都内自治体への質問紙調査か
ら」／『発達心理学研究』第19巻第2号、日本発達心理学会、2008年8月、単著｡

【国内学会発表】

「統合学童保育を対象とした巡回相談のあり方：巡回相談員と学童保育指導員の支
援ニーズ調査と分析を通して」／日本発達心理学会第16回大会、神戸国際会議場、
2005年3月、単独｡

「マルトリートメント環境にある障害児を抱える学童保育所へのコンサルテーショ
ン」／日本発達心理学会第16回大会、神戸国際会議場、2005年3月、共同｡

「Z市における幼稚園巡回相談事業の一環としての研修による支援（2）」／日本発達心
理学会第16回大会、神戸国際会議場、2005年3月、共同｡

「コミュニティケアの一環としての被虐待児のプレイセラピー」／日本心理臨床学会
第24回大会、京都国際会議場、2005年9月、共同｡

「巡回相談の理論と実践：応用行動分析・心理臨床・発達臨床の立場から」／日本発
達心理学会第17回大会、九州大学、2006年3月、共同｡

「保育・教育への臨床発達支援実践はどこまで可視化できるのか」／日本発達心理学
会第18回大会、大宮ソニックシティ、2007年3月、共同｡

「事例検討を通した学童保育指導員に対する研修の効果と意義（1）：参加者の評価と
事例報告の意義」／日本発達心理学会第18回大会、大宮ソニックシティ、2007年
3月、共同｡

「事例検討を通した学童保育指導員に対する研修の効果と意義（2）：グループ討論の
内容の検討」／日本発達心理学会第18回大会、大宮ソニックシティ、2007年3月、
共同｡

「統合学童保育の巡回相談支援ニーズ：東京都内の自治体における学童保育指導員
への質問紙調査から」／心理科学研究会2007年度春の研究集会、京都市ホテル京
都エミナース、2007年4月、単独｡

「事例検討を通した学童保育所指導員に対する研修の効果と意義（3）：事後調査アン
ケートからみた報告者と参加者の学び」／日本発達心理学会第19回大会、大阪国

研究課題1⃝特別支援児の巡回相談
研究課題2⃝気になる子への発達支援
研究課題3⃝被虐待児に対するケア
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職名

人間発達学部
児童教育学科助教

学歴

東京都立大学大学院人文科
学研究科教育学専攻博士課
程単位取得後退学（2010）

学位

修士（臨床心理学）（武蔵野
女子大学、2004）
修 士（ 哲 学 ）（ 金 沢 大 学、
2000）

所属学会

心理科学研究会、日本発達
心理学会、日本教育心理学
会、日本心理臨床学会、日
本子ども虐待防止学会、日
本コミュニティ心理学会、
日本関係学会

専門分野

特別支援教育
障害児保育
子育て支援


